
組合は であい ふれあい たかめあい

新年度のスタートに合わせて
組合加入の声かけもスタートダッシュ

4月2日の宣伝行動に参加した青年部と本部の役員

昨年の確定交渉で実現した改善を職場の仲間に知らせよう！

3･31全県会議での昨年の新加入者（40代女性）の発言の大要

私が組合に加入した理由

教員として新規採用された１８年前、先輩の先生に組

合への加入を誘われました。それだけではなく、高校時

代の恩師で熱心に組合活動をされていた先生がわざわざ

会いに来てくださり、組合の話をしてくださいました。

しかし私は組合には入りませんでした。

当時の私は自分のことだけで精一杯で、

自分自身の当面の生活や仕事以外のこ

とに気を配る余裕がありませんでした。

組合という組織に所属して活動しよう

という気持ちにはどうしてもなれませ

んでした。

それでも、教員として１０数年を過ごすうちに、夏季

休暇が３日から５日に増えたり、子どもをもつ先生が看

護休暇を取りやすくなったりと、ありがたい変化を身近

に感じることが多くありました。誰かの努力によってこ

のような変化が起こっていることを、素直に「すごいな

ぁ、ありがたいなぁ。」と感じていました。しかし、私

はそれでも組合に入ろうという気持ちにはなれませんで

した。当時の私はまだ「自分がやらなくても。」「組合の

先生方が頑張ってくれれば。」などと考える、人任せな

姿勢を多分にもっていました。

そんな私が組合に入ろうと考え始めたきっかけは、人

との出会いです。以前勤めた学校で、何人かの女性の先

生方と仲良くさせていただきました。その先生方は組合

に入られていました。一生懸命に学校の仕事をし、それ

だけでなく、組合を通して、自分のことだけでなく周囲

の人のために何かをしている。同じ女性として心から尊

敬できました。そしてそのような先生方を見て、「私も

こういう先生たちの仲間になりたいな。」と思いました。

もう１つ、間接的に私の背中を押したのは、医師の故

・日野原重明先生の言葉です。日野原先生は、よど号ハ

イジャック事件に巻き込まれ、無事に解放されて地面に

足をつけたとき「この助かった命を今度は人のために使

おう。」と思われたそうです。この記事を読んだ時「40

数年間生きてきた私は、もう、自分のエネルギーのうち

の少しでも、人のために使おう。」と思いました。

このようなことがきっかけとなり、遅ればせながら組

合に入ることになりました。これからは、私たちのため

に様々な活動をしてきた組合に、微力ながら恩返しがで

きればと思っています。

○経年研修の日数削減や報告書の簡素化

15年経過研までの合計日数 最大24日減

社会体験研修(初任研～10年経過研)合計日数 19日から6日に減

○教員特殊業務手当の改善

修学旅行・公式戦等の引率手当 日額4250円を5100円に増額

部活動指導手当 日額3000円を3600円に増額

○こども看護休暇の対象範囲の拡大(正規職員･非常勤職員とも）

こども看護休暇について、子の対象範囲を｢中学校就学の始期に達

するまで｣から｢中学校卒業まで｣に拡大。

○出産補助休暇の取得期間の拡大

出産補助休暇について、取得期間を｢入院日から出産後2週間｣を｢入

院日から出産後3週間｣に拡大。

○非常勤職員の病休の拡大

インフルエンザに罹患した場合の病気休暇(有給)を1日から2日に

拡大。

○臨時的任用職員の年休の｢繰り越し｣

退職した翌日から起算して14日を経過するまでの間に、再び臨時

的任用職員として任用された場合の年休の付与日数は、退職の翌日

から任用が継続したと仮定した日数となるように追加して付与する。

全教自動車保険の割引率が大幅にアップしました
これまでの10％から

26.4％へ

この機会にお見積もりを
スクールライフ（森永）
TEL 095-811-4774
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＜高校新学習指導要領学習会報告 第２回＞

前回に引き続き、梅原利夫さん(民主教育研究所代表・和光大学)からの｢高校の新学習指導要領のね

らい｣について(後半)です。

－高校での新設必修科目などに見る、学習指導内容の変質－

Ⅰ 「総則」に、改訂された教育基本法の特定部分のみを引用した「前文」を初めて記載

「前文｣の第 1 条 教育は人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として、必要

な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行なわなければならない。

※傍線部の改正前:「真理と正義を愛し、個人の価値をたっとび、勤労と責任を重んじ自主的精神

に充ちた」

第 2条 バイアス(かたより、偏見)のかかった教育の目標項目<全 20数項目>を列挙

強調点・・・・・態度、公共の精神、伝統と文化、国と郷土を愛する

(知識と教養、真理、個人の価値、自主的及び自立の精神は事実上、軽視)

Ⅱ 3つのキーワードを授業改善と関連づける。

①「資質・能力」、②「主体的・対話的で深い学びの実現」、③「カリキュラム・マネジメント」

Ⅲ 前文と劇的に変化した総則を受け、フォーマット化された各論

①各教科等では独自の表現を許さないで、フォーマットにあてはめる画一的な記述形式になってい

る。また各教科の「見方・考え方」を示し、「資質・能力」の 3本柱を強調。

∗小中の国語では「言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適

切に表現する資質・能力を次の通り育成することを目指す」

∗高校の国語では「言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効

果的に表現する資質・能力を次の通り育成することを目指す」

② 教科目標に沿って各学年の目標及び内容を組み立てる。

③「指導計画の作成と内容の取り扱い」で新設・挿入された文言

「主体的・対話的…」「他教科との関連」「障害のある児童(生徒)配慮」「コンピューター」

Ⅳ 各教科・科目の内容 ( )内は単位数

◆ 国語 (※必修科目)「国語総合(現行)」⇒「現代の国語」「言語文化」

①「現代の国語」(2) : 情報の扱い方、我が国の言語文化、実用的な文書、たくましく生きる意思

を培うのに役立つ日本人としての自覚をもつ

②「言語文化」(2) : 我が国の伝統や文化、和歌、俳句、古典の詩歌や芸能、伝承

③「論理国語」(4) : 情報の扱い、論証、推論、概要、短論文作成とその批評

④「文学国語」(4) : 文体の特徴や修辞、古典題材の小説創作、文学、文語文、評論

⑤「国語表現」(4) : 思いやりを表現する、スピーチ、インタビュー、企画書、実務文書

⑥「古典研究」(4) : 先人の考え方、同じ題材での複数の古典、古文、漢文

◆ 地理歴史 (※必修科目)「地理総合」「歴史総合」

①「地理総合」(2) : A 地理情報システムで捉える世界 B 国際理解と国際協力

C 持続可能な地域づくり

②「歴史総合」(2) : A 歴史の扉 B 近代化と私たち C 大衆化と私たち

D グローバル化と私たち

∗「近現代の歴史を多面的・多角的に考察できる」「一面的に捉えない」「日本の近代化や日露戦

争の結果が、アジアの諸民族の独立や近代化の運動に与えた影響」にふれる

◆ 公民 (※必修科目)「公共」

① 教科公民科の資質・能力：多面的・多角的に考察する公民として自国を愛する

② 科目「公共」(※ 2) : 倫理的主体、公共的空間、自国を愛する

A 公共の扉 B 社会の形成に参画 C 持続可能な社会づくりの主体

∗ 社会に参画する自立した主体、思考実験、法や規範に基づく市場経済システム

∗ 中学社会、教科道徳、公民科の他の科目等との関連を図る

∗ 領土問題、安全保障と防衛、国際貢献

◆ 外国語(英語) (※必修科目) 「コミュニケーション英語Ⅰ」(現行)

⇒「英語コミュニケーションⅠ」

◆ 情報 (※必修科目) 「社会と情報」(現行) ⇒「情報Ⅰ」

◆ 総合的な学習の時間 ⇒ 総合的な探求の時間

8時間働いて普通に暮らせる賃金・働くルールの確立を！

5月1日は各地のメーデー集会に参加しよう！

○長崎県集会 9:45～ 長崎市民会館前広場
○佐世保地区集会 18:00～ 島瀬公園
○諫早地区集会 18:00～ 勤労者福祉センター
○大村地区集会 18:00～ 大村市コミセン
○五島地区集会 11:00～ 福江文化会館前
※長崎・佐世保・五島は終了後にデモもあります
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」

県
立
高
校
全
校
に｢

ふ
る
さ
と
教
育｣

実
施
年
間
計
画
等
の
作
成
を
求
め
る

憲
法
を
生
か
す
全
国
３
０
０
０
万
統
一
署
名

５
月
末
の
集
約
期
限
ま
で
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を

｢

安
倍
９
条
改
憲

全
国
市

NO!

民
ア
ク
シ
ョ
ン｣

が
提
起
し
た

憲
法
を
生
か
す
全
国
３
０
０

０
万
統
一
署
名
の
集
約
期
限

が
来
月
末
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

森
友
・
加
計
疑
惑
や
自
衛

隊
日
報
問
題
、
財
務
省
事
務

次
官
セ
ク
ハ
ラ
問
題
等
で
国

民
の
怒
り
が
高
ま
り
、
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
る
安
倍
内
閣

で
す
が
、
安
倍
首
相
は
、
４

月

日
に
開
か
れ
た
自
民
党

20
地
方
議
員
研
修
会
で
、
改
め

て
９
条
改
憲
の
意
欲
を
表
明

し
て
い
ま
す
。
職
場
や
地
域

か
ら
憲
法
３
０
０
０
万
署
名

を
大
き
く
積
み
上
げ
、
安
倍

９
条
改
憲
の
息
の
根
を
止
め

ま
し
ょ
う
。

(2) 第1657号 2018年4月15日(日) 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞


